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グループホームのケアマネジャーをしています。

重度の認知症の方の思いをくみ取ることは難しい

ですが、日々の言動から読み解いて、想いに寄り

添うことが大切だと考えています。出来ない事に

焦点・・でなく、持っている力に焦点をあてケア

の方針を決めます。そして、その方がいきいきと

暮らしているのを目の当たりにすると大きな喜び

とやりがいを感じる…ケアマネは素敵な仕事です。

◆ケアマネジャーをしてよかったと思ったこと。

看取りまでする施設で働いており、人の死の瞬間に立ち合う貴重で厳

かな体験をさせていただいている。その方の歩んできた人生の最期の時

間を、家族と共に濃密に過ごせ共有できた時、グループホームのケアマ

ネジャーをしていてよかったと思う。大事に看取ったあと、ご家族から、

「その人らしい最期だった」と言われると嬉しい。退居されてからも、

その家族と交流し、「この施設で最期まで過ごせてよかった」と言って

貰えることがいちばんの喜びだと感じる。


